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チラシ

		時　　間		プログラム

		　10:00-12:00		【Ⅰ】フィジカルアセスメント総論
         ～医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメントの目的を知ろう～
　１）医師のフィジカルアセスメント
　　　・病態把握のための問診の仕方とポイント
　２）看護師のフィジカルアセスメント
　　　・家族的背景、社会的背景に関する情報収集の仕方とポイント
　３）薬剤師のフィジカルアセスメント
　　　・薬の適正使用につながるフィジカルアセスメント
　　　・バイタルサインを測定する簡易な医療機器の使用方法
　４）まとめ　多職種の共通言語「フィジカルアセスメント」を薬剤師も行おう カン

		　13:00-15:50		【Ⅱ】疾病の基礎
         ～患者が示すバイタルサインと症候から処方を提案してみよう～
　１）よくみる症候から診断・治療への考え方
　　　・医師はこう考える「症候学の理論」　
    　・臨床推論力を身につけよう「診て触れるだけで、ここまでわかる患者の状態」
  　　・看護師はどこに注目する「よくみる症候に対する看護」
　２）<SGD>症例検討から処方設計へ　 カンガ リンショウ スイロン リョク ミ ミ ショウコウ タイ

		  15:50-16:00		　全体を通しての質疑応答、講評





チラシ (2)

		時　　間		プログラム

		　10:00-12:00		【Ⅰ】フィジカルアセスメント総論～医師・看護師・薬剤師のフィジカルアセスメントの目的を知ろう～
　１）医師のフィジカルアセスメント　　 ・病態把握のための問診の仕方とポイント
　２）看護師のフィジカルアセスメント  ・家族的背景、社会的背景を含む情報収集の仕方とポイント
　３）薬剤師のフィジカルアセスメント　・薬の適正使用につながるフィジカルアセスメント
　　                                         　・バイタルサインを測定する簡易な医療機器の使用方法
　４）まとめ　多職種の共通言語「フィジカルアセスメント」を薬剤師も行おう

		　13:00-15:50		【Ⅱ】疾病の基礎～患者が示すバイタルサインと症候から処方を提案してみよう～
　１）よくみる症候から診断・治療への考え方
　　　・医師はこう考える「症候学の理論」　 ・臨床推論力を身につけよう「見て触れるだけで、ここまでわかる患者の状態」
  　　・看護師はどこに注目する「症状別看護」
　２）<SGD>症例検討から処方設計へ　 カンガ リンショウ スイロン リョク ミ

		  15:50-16:00		全体を通しての質疑応答、講評








	スライド番号 1

